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編集後記

本号は，「高齢者における消化器疾患」を

テーマに，消化器がんの疫学的動向，高齢者

消化器疾患の特徴，内視鏡治療や腹腔鏡下治

療による低侵襲治療を中心に特集を組ませて

いただいた．WHOによると高齢者の定義は

65歳以上であり，74歳までを前期高齢者，

75歳以上を後期高齢者とされている．日本

の老年医学でも同様で，85歳以上または90

歳以上を超高齢者といっている．本号のなか

で内視鏡治療あるいは腹腔鏡下治療に関する

論文では，70歳以上，75歳以上，80歳以上

と各々定義を異にして特徴と注意点を概説し

ている．一方，実際の医療現場では年齢だけ

で全身状態を評価することが困難であり，前

田・永井は，脳血管障害，神経疾患，認知症

などの理由から摂食・嚥下が困難となった65

歳以上と定義して，PEGの適応，安全性と

在宅医療への課題を論じている．

将来推計人口によれば，65歳以上の高齢

者は2000年の2,201万人から2020年には

3,590万人となり，消化器がんの罹患率は

2001年から約60～80％増加すると予測され

ている．消化器がんの予測罹患数は食道，大

腸の増加の程度が 2.18倍，1.84倍ととくに

大きい．人口高齢化に伴い，高齢者の消化器

がんは確実に増加することから，内視鏡治療

や腹腔鏡下治療などによる低侵襲治療の必要

性は，ますます高まると同時に生活習慣病改

善による一次予防活動の取り組みを充実させ

ることが重要となる．

巻頭言のなかで，中澤三郎先生は，「高齢

者の治療は完全治癒に至らない場合でも病気

と共存しながら日常生活への復帰を目指すも

のである」と述べ，さらに「高齢者特有の観

点から医療のあり方を作り上げなければなら

ない．」と強調されており，今後の高齢者医

療を考えるうえで示唆に富むお言葉と思われ

る．本号が読者諸兄姉の日常診療にお役に立

てることを期待する次第である．

（田尻久雄）
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　臨牀消化器内科11月号＜特集：除菌後時代を迎えた胃癌診療―残された課題を巡っ
て＞を皆様のお手許に御届けする．H. pyloriの発見がもたらした最大級の paradigm 
shift, すなわち，胃癌は感染症．この結果，H. pylori除菌により胃癌発症を抑えるこ
とができると考えるのは，一見，理にかなった至極真っ当な考え方に見える．そして，
比較的経済的に余裕がある（？）わが国の胃癌撲滅をめざした，除菌療法の保険適用と
普及・展開．しかし，本特集掲載の水野論文で明らかに示されているように，除菌後
最長 21.4年（平均 7.1年）に及ぶ経過観察の結果は，事実はそう単純ではなく，除菌後
も相変わらず胃癌が高頻度で発生してくることが改めて確認される．そして，着実に
増加の一途を辿る除菌後胃癌に加え，これまで H. pyloriの陰に隠れ目立たない存在
であった種々のH. pylori未感染胃癌が，その姿を見せ始めている．これまでの経験則
だけでは切り抜けることの難しい，新たな戦いがすでに始まっているのである．一方，
本特集をご覧になっておわかりのとおり，この国の内視鏡医が得意とする注意深い観
察と分析により，除菌に伴う胃の形態学的変化・発生胃癌の理解に基づいて，徐々に
難敵に対する対策が立ち上がりつつある．また，H. pylori未感染胃癌に関する知見も
かなり整理され，理解しやすくなってきたのを感じられることと思う．多忙を極める
消化器診療の傍ら，積み上げられた貴重な知見を価値ある原稿にまとめ，お寄せくだ
さった執筆者の先生方に篤く御礼申し上げる次第である．本特集が，新たな局面を迎
えた胃癌診療の前線に身を投じられている先生方にとって，頼れる道標としてお役に
立つことを心より祈念するものである．

（一瀬　雅夫）
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